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「満州J 研究の視状と課題
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験が語られてきた，，そして，そのたびごとに戦前朝鮮・

台清・中国大陸で行なわれた II本の商酷な植民地支配と

他民放抑［「の―ド実が竹発されてきたが，それは同時に，

歴屯咲にだいしてば，戦前i[1本の拍民地支配につし、ての

紐合的な分析とそれにもとパく日朝・日中関係のり否吏

の再情成が） l::，/、連ろものでもっt：：。しかし，、てのよう

た味史学の問題に II本現代吏の研究はどれだけ十分に応

戦前日本帝国．し箋の麻史瓜台治•朝酎・中国にたい えててれたで丸ちうかっ

:」． I/f) ― 
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する不所の見只地支配と、不可分に社；びづいてし、たこと ピくに戦叩）日中閏係の歴史な芳える場合，中国大陸

ば， ごこに改めて指附するまでもなし、だろ-)ご＞したがっ がグ9ねに日本の帝国十義的膨脹の対免とされ，その中で

て， H本帝国i義の庁史セその全1宋像において杷胆iプ3 「lぶ戦争かち日本帝口↑義の崩壊にいたろまでの約40年

ためには，日木の旧i『民池支配：こかんずる研布ば欠かす にわだって，「高111」（中国東北，以下たんに満l•I,1 と記す）

こしのでぎない市囲「］をも一，ているはずてかる。ところ が粕尺地主たは1碍！［民地として日本帝同士義の支配下に

が、 H本現代史に閑する戦役の研究をかえりみるど":, おかれていだ 1f実を虻視ナるこど；士，どうてし、許されt[

日本の旧柏民地と配(9)研究ぱ，仝体としてはどんど t< '．, l か！、戦罪翡l•II における H 本の柏民地支配につし、

九おさりにざれてざ竺どし、っ： t,過［で： tな＇''-,そか： t, ての研究が，台痰や詞l鮮と配の研究と比較しても許しく

柏民地研究に聞ずる戦位のナくれぐ党ぽ巴ある矢内'j乳む、 お＇、オ lていろこど rt.戦前のrl中間f菜f歴史を仝体的に

椎］）「帝国］炭卜の台心： i＇苔皮門店 1929年），『他ば，iII ,；g,ifiげるうえでの鼠人の嗚点しなっているといわざるを

間四』 1'宕皮出店， 1934年），や ；乍IIIJ!I，笠，＇、、／）『 Iれ民史ll ぇt;¥‘o 

（『現代日本文1月史』，官l(）亡，東茂・ff済新報it ]941り） 1かも， ・-ー (T)tうた戦前日本の満）、1［支配に問する研究

をこえる研究が，今日にし、ビろ七でなおだ衣されてし、ti が¥yt，ぉくれて＇、‘ろ現状にだいして，見のがすごどので

いごどを見ても明白であろう。 ぎない最氾の顕許な動向は，かつて満川の柏民地抒党に

戦後日本（り字史学が袢竺甘J/111:'発の自由を災得するどと ll甘姿図Ihiした間係者を中心に， i可顧録を合む満J+l関係の

もに，日本現代史•.』')研究：ま各分野において大きな成児を 竹述がi完々ど刊行されていろこどである。その中には，

生み出してぎ竺が，それにもかかわらず令 H本のII噂民 今後の高）+I研究に臼ナベぎほ重な資料が含まれているこ

地支配の研究；ご詞いてぱ，九お｝＼ l，＇,、おくれの日立つの しはいり市でもないが，どくに往目すべきことは，それ

はなぜだろりか。それ：こ：t, いくつかの理廿lが苔えられ らのー連の評述を而じて，かつての日本の柏民地支配を

ようが，そのもっとも恨本的な理由は，ごれまでの「1本 支えていた帝国i：義的イデオロヤーがふたたび息を吹ぎ

現代史の研究：こおいて， f1本現代史あるいは「！本帝国 j かえし，新た：こ麻ろうとしているごとである。たとえげ

義史を，柏民地文配を含めて仝情造的：ご把閃す乃こどり ；蘭史会輯「高川間発四十年史』 3冊 (1961~65年）のIヤ

今日的意味1こ/9¥、ての認識が，苫Lく欠落していたこど (I-1肘］会会長、大蔵公叩，元高鉄岬巾：）の 1節に出 「説

にあろといわねはならない。 鉄は，中国本士の喝乱と不安をよそに，ごの地に安埒圧

戦後すでに25年が祥過しだが，そU)|iil會 :4年めく，て 秩字か｛呆牡し，股弊［た本 •f-: の民衆を受け入れ，（中略）

ぎだ「 8 • lfi Iや「12• 8」}［どの機会に＊日本の筏争 ごの後れた地に一躍近代的文化をもたらした］と記され，

記千の問悶が多くの人々：こ .t.)てくりかえ［罰われ，あ また湛J91•1 回面刊行会象に『あ 9> 湛j,J-I、 I 一一国つくり苑業附茫

るし、1.i, 1)」＇） ：り植民地や戦1悶における’I々 しし、戦争休 者e')手，記』 (1965年）の序で， 1iil「l]行会公長の岸信介（元
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Ⅰ　満州事変前の時期に関する研究
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満州同産業部次長）は次のようにのへている。 「満鉄を

中心とする満蒙開発ぱ，新天地に驚異的発展をもたらし

上ご↑人なお， 名＇＇の障碍が 1弓綿したC が直咬満州1・1:l:tそれ

らの矛府を止場し，自ら納するままに閉発建設｝ること

ができた。民族協和，王道楽七の理想が輝き，科学的に

i,．良心的じ i,，果敢t;じ式が行な;t,J1た。それは正し

＇正仇的国ー） ／りであっこ」と。さら；こまた，ごく玲近

刊行された満州国史損篇刊行会編『満州国史，総論』（満

索同胞援護，9—:， 1970年）の千！］行のこどぼ」（［い］公会長，

豆乃敏夫・フしi閏鉄理事） ：こよれば， ，iJむ士， 「高I 、1•［国を

溝成した五族の青年が，それぞれ母国の現状にあきたら

手，その禍札［一掃せんビする革新的忙熱と，東呪呆全

のたも，王迅し戊の近t虚J模範国家を槃き上：fんとする

アジア連帯の思想に共感奮起し，協心努力したその事実

(}二年II}］し， ―-れを正しく咽連するここしを基本としだ1と

1 /‘ン，` 9 0 

これらの引用からも明らかなように，ここには，戦前

11―い植民i也支配によ＇）て強いられた中国民衆］）夕牲と

生｛〔、乃破壊（ご八は多‘:(I)歴史的事＇｝こによって畠 l且りでき

る）に対する一片の痛資の意識もみられない。日本の1H

祐Ii［支配の可史：こついご， i由民的収紐ど他民放抑11とい

-9歴史的事：l三：欠落させと つの虚魯，がつくられようご

しているのである。このような最近の動向がなにを意味

ナ，：がは， f見在日本が―後進国開発投間」の名いもとに

ふピこび韓It!・バ湾をiよしめ東南ア /Jfに積極的に帝国

上義的連出を開始しており，さらにそのような今日の日

心叫きにいて，内芥から帝国す義・軍国i義91)復活

；ご灼ずる重大な危惧が表唄されてVヽ ら=ーとを考えるなら

ば，おのずから明らかであるといわなければならない。

主乞この上 r)19:13本叫iI~雌、［民地支配の歴史の虚像が，

敦f,、その他J)「没を通じて今後国氏J）いに浸透させられ

ていくならば，―-現にそのような動きも見られるのだ

が— —現在もっとも必要とされている日中関係の孔確な

庁史［ふ識にどって，璽）くな障害となることもまた明らか

であろう。

ごり意味においても，戟闇日本の沖？J州におけ巧植民地

怪汀：こついて，その歴史的丼実を克詞1に分折するととも

に，それを日中関係の歴史との関連において捻合的に研

空ナることば，現代史研究にとってきわめて重要な課題

どだっていろどいえよう。

そこで本稿ぱ，この課題にこたえていくための前提的

作党のつとして，満州の植民地支配に閑する戦後の研

介史を跡づけ／：ことにt--, -:, こ，i/’ ＿Kこの研究成閉とそ
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の問暖点を明らかにし，今後の研究に残されている課追

と力向をできるだけ明確にしたい。そして叙述の便宜

I,満）廿支配の歴史を1931年の満1小l事変をも，；て前後に

分け， それそれの時期における I嬰な問題こビ：こ，これ

までの研究を検討することにナる。なお，戦後の満）、卜1研

冗を全面＇；！ Kこフォローするためにば，中国をばじめ諸外

If!におけ，□l究をも打］時に検討しな：ナればれらないが，

ここでぱ日本における研究に限定することをあらかじめ

ことわ,'了おきたV、3

I 満）、卜1事変前の時期に関する研究

1. 満鉄

戦前満J,11における日本の植民地経営の起点となった日

院戦争については，これまで日本帝国主義の成立の問題

l:関連lて多くの研究が行なわれてぎたが，その場合

日露戦争後に開始される日本の南満州における植民地経

党の問睦については，意外に検討されることが少なかっ

,Jr。とくに， 19W年に創立された満鉄（南満），卜1鉄道株式

会社）が，国策的植民地会社として戦前日本の満），卜1経‘併

に根幹的役割を果たしたことは周知のところであり，満

性の分析は，満州研究の中心的課類の一つであるが，-―

れまで漏鉄に関する和各均研究はほとんどみられなか，

だ。そのなかにあって，この問題にはじめて正而からと

りくんだ呻1期的な研究ば，安藤疫太郎編『晶鉄一—•日本

市国主義と中国一ー］ （御茶の水一門房， 19fi5年）である。

本貫は早稲田大学の当時の満鉄史研究ゲループによる数

午間にわたる共同研究の成果を主とめたものであり，本

，界の刊行に先立つ1]」研窄グループのメンバーによる満鉄

研究として，安藤実「満鉄会社の創立と資金」 （満鉄史

研究グループ 『研究＿1-ト・日中間頌』， 2，1959年），由

ill豪ー「後昨満鉄初代総裁就任前後」（『研究Jート』， 5,

1960年），安藤実「満鉄会社の創立について」 (1),(2)（『歴

吏評論』，117,118, 1960年5,6月号），宮坂宏「満鉄創

灼の前後］ （日本国際政治学会編「日本外交史研究． H 

中関係の展開』， 有斐閣， 1961年）などが発表されてい

る。とてろで本書は．満鉄研究を「過去の一定の時期に

いける日中関係を仝構造的にとらえるための，カギのご

とき位置をしめる」（「序説」）ものとして位置づけ，満鉄

の分祈を通じて H本帝国主義の植民地経営の特質を明ら

がにするとともに， H中関係の歴史を全構迅的に把据十

ることを意図して，満鉄の削立と満鉄コンヅェルンの形

成過程，中国人労働者の状態，張作諜軍閥の性質，満）+I

it変に1;：「〈満鉄（＇）役‘'りなど，蕩 I{｛経営をふくる主要な
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間望の鮒明を芯力だ労作でちろ。しかし，本因にお、‘て

も， 悶jll！におげる「1本び）i貨民地，危子党を舟店史的， ！図沿的に

鰭明す` ，で、りえ：｀罰1;;杓欠閂唸に'11,,ても， ＇1ゾt'tりた分

l斤｝］,J::：：，',,,んし＼ーも、なお捻詞ず＼ぎ廿：J?＇を含んでし、る

(,'¥'、 9、〈:t, k,F1,‘ーしこし、十る鈴木降史り） ］，9’I'•［汀史']繍•If

叩， l¥'o.:n:lを13： ！沼 9されだ＼、）ぐそ／）り t)、 i,l本的な

分折出角：こ｝J,｝i'、1-,".,苫iび）胄l四点を指摘ナ＾iしば、 本：ドで

it, :ら 1i：：，瓜［鉄を限粋'：： lろ贔）［ l iCf i tヵ:11木帝ItJ i茂

しハ大読攻第の「門過程にお'̀ ‘て，史的：’ーと';');:.：）な砧i胃

を片｝かテ＼ヽ，竺りヽ：こ /9し、て：t`. i王どんど飢'9111し；、！！て、、な．‘

ご＼^． 勾';・］に、 9111,1 | 1 Jl 机l 心 J•1し支配が「！な責木］因に '9)

て'、 (I) な，：，喜’氏をも，うてし‘だ．1, 、に／）‘'‘ーア． I· 分：—— nil 9□, 7) } iアー

さ、）1，―了し、たli•こし・、 岱31(：, 11本び）叶いIll..配か， II，ド帝

国 i礼ど巾同',H:11尺桟囲巫IJ1::，7）叶賃「月1でかげ軋1どして

菜唸'1/J;ご分析ドれてし、な',‘-― 1::. などマあ/'.， 仁，！ド）分

朽，こ知 tでし、：・ごれ t）のりtl団の解II!！;t、木，しがII'ら憶叶匁

どし;¥、fこし、，閏！II中姿後の調1:1評）や国］尺どと tに．;,的

II惰予村の乾介的t；詞釘に，し：ざ il、-し,／'../;袴し門｝＜斗汀閃図

てち 7}'-)。

/ lぎ：ご勺 内箕：ア＿りヽ ん寸る個I:！門Jfc i I「党＇二 l-r, 11灼鉗、In

剖だ濁名＇を t，.9-)ガ』 9) }-『'； 1＜芥史「，信；1いII&'い＇［株 9.t文社

（悶鉄）バ介］＼いIぅr?I (「徳し！’:人学敦苔呵許□，；．^｀ ｝．ご巳1•: f I・

そl、IV、196q什'): t. ざ・'iiご，t,,i;.，]• 7臼，［，ド，，；i文^（「）｛［『＇完’戊'，F、

i —_ t I)なが．入｝． ＂ ：に；；；［闘Ij占（ハ汀哀ビぞり） ；｛和＇伽 '1格

らー＇ lヽ'9廿非の中： r，9、・ r:’一ぉ：f :：）戸翌，J，．Ii笑万＇］『［グ）柏尺 J也仕i,I心

叩竺争て1!iffi・ぎれだ「l'f>:'.勺一大咋改喩しバ凹油：て．t：I,‘-911月

,,.'J,:：：： I t e）どし竺｛，し，＇） ・.<・,t,,る" t fこ喜．J：竺、＇］ ｝ i予、Iへ且l‘}；＇暫

遁の分t印こ')，ヽ＇て： t' ，泊9記、安咽倫文がれぐ i1か';，1オt

弱亀『日本責に由閏分析，，＇ （東｝＜出択合， 1969年＼ ¢)＇「」

に＂国内召仁「＇りどり）国芯＇！り閏咆を I叶入かに：ーだ分行が

行なわれてし‘;s'

ぞげ9ほ、い隣鉄の問芯ど‘-て門；りがせたいcケ）は，戦1)ij

日オ:八悶i:I『臼‘｛いこK苫t；特色を＇｝えに高翌、 9,7哨大なぶ杏＾

研究店動i~―閏tる間四であるc ーーい間悶：こノー）し、Tit, I 〗「i

出の安蒋咋太郎編「塙鉄］の浦拿どして、「嵩竺馬脊部l

の念稿がおり、 主た児ぷ欠ー「認緑・翌；會史凋｛名席J(iI 9 1 1 

［！こ公貸1、1960,l―̀12/lげ),安廿麿太郎， , 1•I Ill ;［. 「^i丘代

中国研賽ピ，閲ぎ！噂貸部」（~］芍史＇J外！［究』， No 27()，1%2 

lll汀乃）、野WI内「';l司りti慣行，屈作1)侶屑し＇｝誓、；；

中国間＇図屑完，こ tバナ：， 1 り見竹『；舟臼J, し—:-']磯料l(［ ;i「

史叶三祠］， t¥o 170, 1%4年lf)月り）がもり｀ r、ビ(IHiぷ心

椎苔［高仕；こ 'L，，てI(，＇九州，：］， 1；、 1964月｝ ： ：， じ悶％こ k

;1・,i:,:」伊生点！ i忙脊j,l'LJ:こぢI廿I[し l:乳打1こtJ ご，！；，J,•! 1 }•こ 91 『 'i}［ 

竺どと戟でわる C, tcお，嵩鉄9}"作部の行なった膨大な調

杏憎；罰）如款ll録しそり111在については， JohnYoung, 

Thr lぐ{’5('ar,9i i(hti[＇iti('5 of th，，ふ",outh Alandmrian 

Rail心 av Com/>any. 19//7--J.?-t5 --A I Iistory an』

Hiblio.~raj,hy (The East Asian Institute. Col11mbia 

l了niver,ity,New York, 196fi)がある。

以 I（り上うに、讃i鉄に関十ろ本格的な研究は，今nょ

：lや、くその緒に‘'うし、；ピばかりでおり，；佑鉄の↑過程を扱

9 、fて1i叩年は令/ヽたい状態であろが，今後の凋鉄研究に欠

か庄打し‘'谷け),［て，松岡洋右 (m;；悶鉄総裁）文芥を収

録1.'・:『現代史百料』，嵩鈍 1, 2, :1 （みすず［じ房，

1966~67年）は， 1923年4月から26年 3月主での 3カ乍

0)，閻躾公文，1;，恨代，＇情報咀 Otr．ど満鉄経常の旦休的内容

に叩十る ['iIFt；責料で充だされており，主だ， 1932年か

恥i研ご九主で9}）-—び）派の満鉄賽判•どしては，塙鉄最後

0)T,；¥lしであっだ川崎元幹の文，！： （小田原市か図円館蔵）

がだ開されて V、ることを付言しておきたい。

2. 大陸政策

，均1,＇1におけ 7,rl木の柏j―(J也経’党が日本帝国主義の大防

政冶('~) ｝悶 t.lて fit1三 i)れたl‘.I.|^' 「l―・仁の大睦政策に間

十：肛脊:tt ，渭I•卜1研附汀嬰tf. 9-；lii;；；]でなけれぼt[r, fcし、 0

［l四戦争かち満）191市疫にし、たる1叶期の 11本の大陸政策

：こ I'月ずる Ii『年は、かなり多数：このげるが，溝J•卜1 研究と関連

、r:） •そのお 1, ttものを平げ｀れば，灼j;｛｛咆，位背『対嵩丘：政

直史グ）ー•`「in H 翠戦後上り大正1間にいたな— ] （原内

,；， 1966乍＼角 ;I:l 順｝’;『嵩I ヽ！9| 間唱と国防）i針— 明治後

期｛ごわけろ国1梵環唸0汽釘動 』（原内’J;, 1966年）， J屈

川武J;閲『枷東可腔改治史字説 ー 21箇条要求の研窄

-1 (1J→}聞 1958年）、中叩,合-「第一次西固芋内閣

加俗外相の畠噌阿由について 日ぷ戦後の溝J9卜1甘り切．

そり lI (「｝、文研究』， ・窮12巻第 8号， 1%1年）， 同「西

同栢竹中llの高）廿旅行について ---Fl露戦後の満Jl・lli詞・

ぞU)2 ! （"人文^ 1［！位』，第13巻第 7号， 19fi2年）、い］「対1腐

政℃におけ巧西園が一林賂辣から小付＝桂路線への転換

H,―恥阪唸の満！!·|閂団•その :i J (『史林],第 6号，

l962年），「け胄仄「平亥革命ー [1 本の kt}ぶ— -＇（日本

I ljf空：I吃治学会紺『 11本：外交史研究・大正時代』， 1958年），

位日児に「辛亥革命ビ II木 j(「l，ト国際政治学会紺『11

i): 4交史{li. it. ！ ！ rド1判｛系刀り[|'！］』書 1%1年），廿l.Jt[E l'[ 

「ヤ亥革命ど LL本の対応，（閏祖史乍研究］， No.344, 1969 

平 1月り），林！「和「恨作は濯！／叡）形戊過 f','とII本グ）tt 

応I (11木国際政治？公紀『日本外交史研究・外交ど li1

直「ャ］97()年）， f；ii藤；1名古「爪枠線遮l祈間悶と外交過片9
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ー一田中外交どその背悶―-」 （五原一'-谷太郎編 で，平亥革命に対する日本の対応を，政府と軍部・官僚

『近代日本の政治指導・政治家研究』，（東大出版会，1965 派の対抗を中心に分析したのは，由井論文である。同論

半），！川勝災「田中外空こつVての党酋J(13本「月深政 文は，革命の勃発とともに中国本部における利権愕得に

沿学会滋『H本外交史｛凡元・昭和翡代』， 1960年）， i'［口 ほぼ一致した 11本支配）作の大陸政策が，中国の具和制へ

圭一「郭松齢弗件と日本帝国主義」（『人文学報』， No. の移行がほぼ確実となるとともに破綻し， 1912年1月以

17, 1962 :1), i了11圭一，小野信消「 H本市閂主義ど中国 降あらたに満悶問題が積1叱化し，それをめぐって政府（西

革命」 （岩波講座『日本歴史』，現代 3, 1963年），今井 園寺内閣）が相対的に独自の政策的立場をとるにしたが

JJfー「：猛II]（外交：ご葛ける改策決庄」（日本改治学公` ‘旦『対 って，政府と軍部・官僚派の対立ぷ顕在化する過程を詳

外政策の決定過程』，岩波書店， 1959年），野村浩一「満 細に分析し，そのなかに，大正政変の権力要因を見いだ

什l事変I'翡におげる東で竹問題l(H本国熙政治学会紺 すとともに，大正デモクラシー期の日本の大陸政策にお

「日本':,ト欠史研も •H 中胄！派の展吼］）なとがある，， ける）も、似的問遁の所在を示唆している。なお，辛亥革命

この時期の日本の大陸政策を研究する場合，まずなに に対応して一部の大陸浪人と参謀本部の軍人の策動によ

tりも大陸政；乳の決し退哩が［げ的に1り］らかにされる って起ぎた満恨独立運動についてiま，第 1次大汎中の第

必要があるが，最初にあげた粟原緬著甚は， i二として外 2 次運動を含めた栗原建の論稿「第一次•第二次満蒙独

rり省文，＋いこ依拠ーて個別I'')関題を而じて II仁の満：政策 立運仙J(13本国際政粕芦会編『H本外交史研究・大正時

の決定過程に外交史的分析を加えた 9窟の独寸上した綸文 代』， 1958年，前記・栗原編苫書に収録）がある。

，収録 'eこも＇）戸あり，；］田のド［合も， i司罪に外窃省文 つ豆に日本（］）叶満政策の画期となる時期中第 1次大

ぶおよし、防衛庁戦史空賽材を豊伍に利用しご，明｛直後期 戦期で、もる。 tず，大敗と契機どして科極化する H本の

の対満州政策の推移を柾視した 800ページにおよぶ大作 中国侵略政策を集中的に表現した21カ条要求について

あるい著[]▲'，｝いう「史：．斗第 C i義」が、本苫て；t明 は， 191ij99ビの堀Illによる詳珊をきわめた研究をこえるもの

確な問題慈載と歴史分析の方法に襄づけられていないた はないが， 21カ条要求のうち，対満蒙要求の問題につい

ふ，そり）乳富な且用にもかかわら 1―, •全 1仁 J)叙述ど I0 じ ては｀「］井勝；’：「欧州大戦と日本の対渦政策ーー南満東

て，この時期の日本の対満政策をめぐる諸矛盾とそれを 噛条約の成立前後一ー」 （日本国際政治学会編『日本外

且［定しLこ歴史的国の分1斤，まきわふて稀詞である，へ 交史研究•第一次世界大戦』， 1963年，前記・栗脈編著書

つきに個々の倫文の検討に移ろう。中山の 3管の論文 に収録）がある。同論文は，満点晒求形成の基盤として，

で，•一汀＇て追文されている問題ば日：冥戦後の対溝政 3次の日露協約および露蒙協定付属通商議定書との関係

；中におげる南籠I[!の門｝コ間孜ど軍！し的政，分1’]独占り）こつ を指滴し，さらに条約；じ立後の実施上の問題として，士

の立場をめぐる政府・元老・軍部・官僚の対立と葛籐を 地商租権設定をめぐる榊原農場事件と太平寺事件を分析

通じて，日本の対凋政凌がどのtうに形戊されてい）た していろ。 21カ条要求の問題については，ここに指摘さ

かの問堕であり，第2次桂内閣における桂＝小村による れている七地商租権設定に対する中国側のさまざまな抵

奸満利力外交へり転換が対満政：f史上幻ー画期ピ勺し 抗・ !iり古にも示されているように，これを契機どして高

たことを論証している。そして，この転換のなかに，その 楊し｝まじめる中国の民族運動との関連でさらに解明すべ

後の滸111竺めくる H米の角逐の起，r，りを見いだしていろ。 き問題が残されている。

ここで指摘されている対汎政策の転換の意昧をさら｛こ明 第 1次大戦後の日本の対満政策の特色の一つは，民族

確に把握するためには，新たな対満政策が現実の満｝｀I、|経 連動の高揚と中国政局の流動化に対応して，日本が満蒙

i,tにおいでどのように只体的に'1:陀されていったか，そ 権益を名『持拡大するために張作森軍閥の保護利用政策を

してそれが新たにいかなる矛盾を生みだしていったかの とることであろう。しかし両者の関係は単純ではない。

分析がピ厄であろう。こ（り点は，中山論文ではたんに示 張作森r1［閥と日本の満J+I支配との関係について，前［出の

唆されるにとどまっている。 安藤（彦）編『満鉄』は， 「もともと満鉄を通じてする植

中山諭文が日1:）I'、心にしだ桂＝9］、け外交（こわける吋謀政 民地＇茎料と張作森軍閥の利用という方式は相対応するも

策の転喚につづく第2の転換期はギ亥革命の時期にもと のであった」 (136ペー；；）と指滴し，したがって， 1928年

ふられ：9, 辛亥芋命をめぐる日本の大陸政笥の展間にへ の張作諜瀑殺事件は， 「同時に，満鉄を通じてする日本

し、ては、りり記の！］ ］lら曽刊，由井し「）心文が{')：）。こ’'）なか の満），1-1文配の）］式にも l:"リオドを打った」 {135ベージ）
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と謹価してし、るか， これには1:u'図かある。日本0)ikfijIli 1968年）は，この間ばに鋭い分析を加え， 1」本帝囚i-＿義

政;，よ」とし，ヽ -192(）年iい）1，i]唸であり， t,’こそり）政策，t （,＇)、l,hl＿心地支配が1-19jよりもます「軍市支配体制」であった

、いな↓＼ずしも 員したも、＇）そばなく，中 1q政屈ど H｛入：：： ，ことを，．心止し，柏民地支配と［軍部」の形成の密接な歴

配冠U)対応J）虻化： ：ょー｝て，伐＇塵に変動す心がらぐある c 史的i関連をりlらかにしてし、る。また品田俊彦礼『閉東軍］

原内，悼1,！冒いこ9―)＼-―一、こ (1)|：ij口刀罰tりを」い'},'こ林，詞―とは， （！ l央公心，盃H:,1965年）は，，i均1+1支配の＇ボ＇ k在J'ド枢であ

忍 ii|Iい）礼H.，ii」]l二叫I,1{Fi格と｀それに対す心 II,仁 -,]囀束 ',ll の生成／，ヽ几崩壊に 'v‘ たる歴史を叫砒した唯—

U)吋1，［カ:-)ね，こl互叫｝J叶：こ1柚しにも9]）―にて1-tt;，J； 9,iヽ：こ．し J}hII itである。

を1月らかこし―-S‘‘ る-, 3, 渋汎経堂

11本び）"山j:11父配ピ，中国、！）州IIり政冶とり）見！系に＇うし、て 以 L, Hぷ戦争から満）II市変にいたる H本の大障政策

は， 17 本の軍1,＇計 1廿廿政策を叫しこそここ iJ 本,if'L1~ 此立 につし‘ての研究を批観したが， t1均J9卜1研究としては，日本

り店仁政五がどし')lぅ：こ貸叔して＇，いにかを叫らかにず り）大睦政菜このI閑叫におし、て凋川における直民地経‘，灼の

ることぶ，間'』'，r'叫心であるぐこ(/),［いこ対して，祁松；船 具体的内容を明らかにすることが，いっそう重要である

事件：i9』及） ！ピiIIJ磁込，ょ， if仲：こ吋して中晶が必ふ快！｝： ことはいうまでもなし‘o

粛炉り＇こめ，＇` 団`兵を＇夏 Kし，長毒政：iに-9）し‘て軍部 これまでに畠i)、卜l叫1｛国地経‘叶；の具［本的な叫削過程を全

こ；＇寸 (rして附爪外相も， 11 4ゞ帝国．l一次＇］）且本的政冷であ ｛本的に明らかにしようとした研究は， ささにあけた安麻

心ふふ潅益1哨，9悠＇），ビの：こ，けっざよく：，＇，しいこ 119j丘するに （彦）編」，91位鉄』＇と除いてはみられないか，個々の低 i由を

し、ビ:,，；ーごHi旦〗:I月・‘.） IJ' ，こし、内＇国外交／）,'iii f斗1哀外交し 扱った注ilすべぎ論作が出されている n

してしり『i格ど，［出iしてし、る まr,"臼）、IIの託済開発につし‘ては， ii¥¥,J廿I紐貨の全迅仕

臀州外文り，9¥卜仙，t、IU，□ダト―芯こはl9 ［し:11本J,l{＼如t に，i）19 ←’’，ー、’-心， rに,,i底い、以述し 9-liil記(7)りが史会翁，： l訊砂l、II肘紀四

完，こわける」．＇応なぷれ刀ー） c-あり， こ九，上てに多，：い t-＇！史、 1, jー・中・袖氏がある。本：｝は， ii切鉄を中心とし

徊尼か』 rì」：： ＿了しこ―ざ，＇•こん」' --e('）,'』，点にか1,}，j）う l,；ギI,Iりなi:ij ぐ，父油・迂政，仇業，鉱業，工業， i魯j業，貿易，盆恣，

悶よ、 9i凶iii[)卜如jIjJ)時頃にお＇ィ‘て，高は 1'¥}匹かい iぷ'1tid iT政，移民の谷部門における必）9riI#l発り）推移と闊'iii『]に

j一足こと，てv̀‘I，；よなる凸＇味をもど）て、‘ごかど Id、:｝ ｝見にあ 叙述した大宵である。ささにもふれたように，本，月には

ろ --＇八 I:'］逗と中国革命］）進展ご C')月叫Iごむ lヽ‘て：｝析し 高川開発を II本'tit囚 ij蕊の柏民地文配の一環として把胆

ピ'”「)は、 1」:I l.，]、リ予ぐ？），，詞父で，tl;,J c り出証；に 1上，凶し'，J肌りで） し，そこに内在する品矛后の，1」(間を分析する視，｛｛lit令＜

確保か 117凸i'i'Ik[ i裟：こど □て攻，合I'『f済 Iりに l「l'姿ILiu、＿長 みられなし‘が，溝州託済叫発の推移を H本の，i:如J-II託常J/）

をも，て勺、にこ二 'L'］［ |｛軍）に責滴し， 91'，9)；し廿凶，げ）j哨，袋は 全悶ll:ilにわ／こク，て叙辿した1崩ーのものであるc

日本の「1鳴り1-1.j策」：もり，月IJ.I革命］．），＇， :ilりと：II外恐 ざらに1.l：日ずミぎ');(1は，浅田諒二宵『H本帝I川上義

慌の 1ヽて信桟，こ，［I'，団しピ 1jいif,．,i二［義/J;, そり，しt茂T,,j Iー とIIll直民地地t詞 合湾・闊鮮・湛y)ilにおける ii本人

1Jicj i→心にめに＇こ Il,＿：こ•，i!灯菜権］，む）搾，島こ［ど，長；’, ｝、ざ，ー， ｝＜ ＋地け叶JiI加）史的分析 ー」（御茶の水加万， 1968年）

こ，翡歳□排也I9)］II叫」をーと、II,1）してい：噌打を 1り月91い伽こ <I・ でめる。本，且は， I H本帝i士↓十義の． IIJ柏民地へU)経済

ずる1脊原， Lll-lJクトミぉこし軍閃ぶり対：,t、,＇）力 J,1を川じ［II,l lVり只略の1,i)]な一喋てある，地上的侵略・土地役略の且

らかにしてし、：，cこれtこぷIして，（I；li,11| i；らいii; ~ t ~ i r,:, 1↑入1『J様li1の解明］ （はしがき 1) を諜追として，台冷•閲鮒

東：省，，＇り攻冶 lり(,＇r［位と中国り）狐）か，-,11,lj応，9)ヽ，（―-9 ←ーよりと芯 ．，贔州にわけるI直民地型地上；k1Jv）特員を解明した他！期的

み竺191；月、尼，J曹；， 1l'f月占文、::,if)じ，ーと二＼＇、；上、応；’'良 J9如/1:,;）も な叫＇組である。こ(/)な力入で匁析されて 9、る，紺）1，l i、こ→し、て，

どこ V!）束 臼＼，＇, I中央化 '(I吋仄J-9[_I[J•9‘'1) t占 1'）'ì［i i ；こ ，1(,'}f.t, II本帝囚i氏のfl也収（りの飯＿い）手艮とさjした

よ，J、r'l) I I I 且，J，麿， L ＇•一/し~／ば、J:， lぶ心I‘JI:ii心」ズ： ：`，L'`  ：， ＇i i 1 1」i: l :J也閃柑惰(/)，没とが,:,比l'l,-[J．しU）抵も'Liこよって＇・ド '[l:91<HJ 

I;,99-) 1,JJ:,'.ii:~ 入り ，',Y,';:こしり;1月，―,ヵし：こさ 9'〈(9,

ぢ；）， 1 i 9ド、')j,i',J ¥';l也し出全fi入じこ共i1(1しぐみ、［，才？；牛'[:,1度

k i， それヵ上うね，こ直 ’J1/Jし「）｝いが）も［，；こ！Vl附さ4l、＇ーニし

であり、 IIに「）高111文記にわし、ても、 9:C「)＇1~i1'，内い＇を通し

て軍部が決定Ii」匁役割を見ピしたここを見り）かすことは

できなし、。片じ占閲『 llね'ii]k|」：義の形成し［ （岩波，月1古，

叱ごさ、lt，臼 Lに対抗するたg,J)半国如'(̀ ］地i•東Ilii.ii）J

菜公社(]921年定｛f.）による1]、i1;hij大裳易経おも， 119Lt及

に欠敗に帰し， i叫地ti1ilj の満） 1| へ (})hi,•民地的移佃・定

着は応全に『{1)iしにことを明らかにし， 卜地商祖権1iij正且

(/）クバJiを叫じて， I! 4=帝囚し義と中圧1(/）iu!j知也動り対抗

を切hlIとする轟），卜1柏民地経裳の基本的矛盾をり．快してい
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Ⅱ　満州事変以後の時期に関する研究
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る。さらに本情の箸者の議氏；「「晶j朴1由父』前の七地滴租 悶，山東出兵，満州事変・上海事姿に対する中国のボイ

出乃について一一『満JII」，こおげ，こ9 、l1 4昌?-i吋t義の植民 コ、，卜連紐f)展開過程を詳細に論＇完して 9ゾ乞本書は，

池'1り上地収討と抗H民族円砂ハ憫II;II -」 （農業総合 'l'1KIり）l炒父屯動の発展を歴史的に分析したもりではない

研究所所内衰料， 1970年3月）は，日本の土地商祖権成 が， 1923年の時点で「日貨排斥」が「対日経済絶交運動」

定に対する中国民族の抵抗の形態をより具！9本的に分折し に転換すること，および5 • 30事件を契機として，ボイ

た研究である。 コット運動が民族資本を主体とする運動から労働者・農

満），卜1における柏民池的土地収作と関連する日本の対泌 民を中核とする全人民闘争に転換していくことを指摘

移民政鍛に関してぱ，安藤彦太郎「戦前満州経営論と日 していることは，中国の民族運動史の重要な問題把握で

叫71,J)がある。 Inl わる。叫じく，中国の対Hボイコット岨動を分祈した米i、移尺」（『早稲田政治経済図ぷ!I, :; 

ぶ＇ふ［，対満移民政策に/)し、ぐ， 「サ↓じ，こ， H 本の満J•I、 I J｛灼欠 I¥t!！ボイコットと民族フルジー1 ア階級」（『中国

i`，ぃ，その他の封建的翌農1五閏1系を存続せしめつつ， 五代化と H本』，中国研究所紀要，第 2~;-, 1963年10月）

ィ-(•9 ）うえにのって満鉄が農充冴グ＼笥'.'，化を促進するとい け，中［＇」／）フうレジョア階級の階層分り iにもと 9')いて，各

う形ととった以上，『経沿11り反略』と「移民』とは本来矛 ぷ（！）J.t外態文を明らかにしている，点が江IIされる。

盾する方策」 (8ページ）であったと指摘し，それを愛川 日本の植民地支配に反対する中国の民族運動は，ボイ

村移民について喰証する。またそのなかに自作農創没を コット運動のみならず，前述の土地商租権設定に対する

基本とする日本の対溝移民政策の原型をみとめ，さらに 抵抗連動を含めて，さまざまな形態において展開されて

「満），l、|国」成立後の武装移民の間娼を分析し，経済原且LJ いったことはいうまでもないが，その全面的な研究は，

9入＇）、に失敗：こ帰さざるをえ ↑く＇’；和、1），~見返として残されて‘ヽ‘う，を、：！町見しt-H本の移民政頃、9‘ ‘ 

なかったことを論証してし‘る Q

こし9'）ほか， H本の湛J•I•i におけ，99, 1:i圃',t略の．i•I i「として

叫用された在満朝鮮人の1,,j心： t ， 91:;＇•l•I·;1 ：：：兄と朝鮮支配の

密蚊な関連および満州における抗1i l\:• 以運動の具体的条

件を明らかにするうえで重要な研究課唱であるが，この

問題に関連して，松村高火「日本帝国・し義ドにおける『灌i

J•1•l』への朝騨人移動について」（『そ田学会雑誌』，第63巻

第 6 号）は，戦崩満）•卜1への朝鮮人移動の歴史的経過を明

らかこした研究である。

4. 中開民族運動

日｛哨帝国七義の満州支配り）］忙史か令閂造的に明らかに

すうためには， H本の植仄地訊已こ 9［決し，ついにそれ

左崩｝人に導く決定的粟因どな）だ1月1|！ぅtH民族運動の

分析は不可欠である。しかし，中国の抗日民族運動の殷

開を日本の植民地支配との対応において系統的に分析し

た研究は，これまでのところほとんどみられない。いわ

んや満州における抗日民族運動については，不明の点が

知、。その数少ない研究の一つバ菊地貨晴特『中国民

応野＇」の基本構造―—対ダト戸{ l I い！研究』（大安`

1966年）である。本書に 1叶外下イ！ ；卜連動を中国民

咬叩間の基軸をなすもの （9-内古」）ビ［て把握し， 1905

'い＇l対米ボイコット連狐いらぷ］月1'j，．;:.上海惰菱に関す

る対日経済絶交運動にいたる主要な対外ボイコット連動

を分析し，そのなかで日本の溝J札支配に対する中国の民

族運動として，安奉線改笑問題，21カ条嘩求，旅大回収問

ぅ4

II 満朴l事変以後の時期に関十る研兒

l. 満‘:一；亨変と「満州国」の成立

1931年9月18日に開始された日本帝国主義の満）9|‘|にた

いする軍算侵略（満州事変）は，全満の軍事占領につづ

いて，翌32年3月，カイライ政権「満州国」をつくりあ

げ， ここから，満）91•I における H 本の植民地経営は新しい

段階にはいる。

IIい）;.:li・!II支配にとって，こ豆｀）ような歴史的改義をも

)，1,1:l':II li'吏：こういては，それが1nj間に，その後 II本の敗

戦にゞ ‘ifこる「15年戦争」の起点となるこどからも，日本

JI↓iいたにいける璽要な問題として比l皮的多くり研究が行

ないいて＼ーたが， ここでは，おもに加五（））し汲滋研究に

ついてその問題点を検討したい。

まず，満）91•I事変の発生過程のもっとも詳細な外交史的

叙述として，日本国際政治学会太平洋戦争原因研究部編

『太平洋戦争への道』，第 1, 2巻（朝日新聞社， 1962~

6:l年）があげられる。本書は，防術！｀f戦史室所蔵資料を

図f叫':大！且筍料を利用して満）ii情釘り梵生過和：こついて

多く Jl新し＇く事実を明らかにしてし‘るが，本ばを含む全

7左J,l 『!、平洋戦争への道』の叙述が， 「帝国 i：義」な

とい Iiiミft学的用語を排除するとの執喰巾合せ」によ

って行なわれたため，満）•11事変についても，その歴史的

要因についての社会科学的分析はみられず，満）911事変の

歴史的な性格ー一それは明らかに日本帝国主義の中国侵
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略成争であっ fーー ーに・.-JI,ヽて：［全く明らかにされてし、な

'、しとがって主に，贔JI1中定が日ド9'）I tl1 月侵略でも'、I•こ

-I~ ヤもー）ピも力Il[ i、--91、+［，位砂Ill且Jv'）竹格ど・｛・(/)'）、’態i

；こ｝＼，、ては．↑‘く汁れ、↓・,i l.て1.tし、な、，．1)である。け＇）ぎ！

：心，げて， t`，’,91, | | l｝災．、」;t,:;: I ;i:,',/I、I!'」： c})l_,t¥、1．，I，.，11,i< 1) 

虚j、11 i勾配，プー」：し、一て`＇，ガヽ， t,；歴史的、げ味ともっだ！J‘iこ‘・）し、

C : 11卜［ ＇う庸 jレ‘)1,J ]，こしさオl.＂:・し、な'<‘ビ＇,、オ Jさ心をえだ 9`ぃ

主':, 1日i."iり男苫． l，翡！卜1ポ姿1(H本教文t1, l964年）

t, 『太，l＇；1「i'『＜’frヽ げ）］加』と：這in]様J)］i□9，と五恥こ{fち， 19此

J||1：羹噂発を， 1|叫力淑，ダ！！なl喜鱈jによる II本,ni;!.;

←:,〈益の Ifよ』：」に力、主んでぎな＇、パ．ク・’’'こー [fI;［ 1本，iU、

U）独走どし： 1:，．）え，，ぶ111'/i変（＇） 1，i'fl 1」1;・ら1(J{，ど略として

u,,＇i l各を入ビ，1 ，-••し，な 1•‘,

＇さに，団り i.(i,t：1・JIIh,J I,11't＇受ど政液 J)形，戊過仔』 (IJ;’、

,］、99:, 1966片） ；t, ;1:1;ill-! If恥り梵牛．ぷしびそj：［児洩と

す、9:,Il 4入 v!) 外父攻；応］）転澳を，ボ部とくに！½l 東'1 ぃv•)政策

', [J』IJど［い心Iこ99i紐I，しこ扁庄した‘)汀Iてあるが， ト古に：t 

仕99,l寸―ヽざ1月辺，げ、も多、'.， そC'）な，うヽ―C,I,::,iJIII-1J Iり） I独

¥9, l ：こ：品llー：，うパ l，こ汲 J てみる：：：， 1i苗は、ビりわけ1月束

中'))，―仄庄lli.fil叫忍」と 1糾祉政策 Iをii i1が11:J iこ，，平価し，

閉束五：J.，lii,11i:’[i中こなりに’_.,--:, 1地方，こJ;；tヘー） ［い礼＇）中

心II直I‘;..，こ大屈な目出［＇りえ，｛ L，両語・L〈以心 II,、村'i五占，こ

I;少し，＇こ ')II，卜．．又｛じ、しi9 |1 9j化と妻，Kしズ：~し、 Tふ I;) 9.) ／こ＿，

，｝，丈， 1：II ij•) 収I 東＇瓜＇）し［，1［や以策立案中， 日本民杖J)｛梨

↓心＇、］．；こ 9―1及しとも（I)は ．．）ししご兌 99しさ4しな'<‘」 (302ペ

を中心として推進された 11本の植民地収約とそれに対す

る中巾人民の抗日闘争の関係を基袖として具｛本的に分析

した研究である。後述するように，これまで十分咀らか

にされてし、ない「他砂li国」経状を含む H本帝国i：義の満

j II[，と略の全体的な分析を行なった点に，同論文の柏極的

tr̀ 1ぎ味があるが， 「11:iyl·I·i 国 l 経’状の分析につ＼，ヽ←•rti, i望

済的分析が中心とな-'ており，それが 11本帝国王位の戦

争政冶に対応して歴史的にどのように展開していったか

に’)し、、ては，十分に解明されていないc

生、三，鈴木粋史「 H本帝国ーし義とぷ沙1、1（中国東北） ー99-

『訊炉！Ill日』り成立および統冶につ＼’‘て 1, （］,i, i：り（いも

，し［大学教資部紀栗・人文礼会目学』，第 l, 2巻， 19ti6,

67 ;t) t t， 泊炉I,卜|・Ji:'菱，ど I仙計Ill司J0))戌立遼ifiしおよひ：I戊、9]

＇り初の「高 J,1・l国」統／台の実態を政治史的に分析し， 9i:！，)＇，11;

におげる tlねifiKli,？もの柏民地支配のあらたな方式とし

てり「謹川囚」成立：し！）応，義をも釈してし‘;:,"

2, !満J,1,|国」経営

訊I、II-，h変悛から 11本の敗戦にいたる約 13年におよぶ

向1，卜1［月」経党の歴史：t，H卜の高州支配全fiくの過打i})

なかても，笠白にな）てし、る部分がどくに多かった。

ii此応詞！包心，；忠公から最近刊行された「IIii朴l国史・給、1li』

(197(）年）は，この時期i}) 「{i:ly),191i月」経党の全過程を日本

(/） K,t,i贔対策とそれにもとづく「高JIl国」政府の施策を中

心に叙述した最初のもり）である。しかし，すでにふれた

本はり）「111行のことば」にもみられるように，本代では，

•一.:.-)こし：） C, しかし晶竹It，他力個I、り［ーで片irい） i,；i［―l 「 i｛｛虜•|国」経営を H 本の帝国 i義的梢民地支配として把

ゞ： Ii,Jig ；行佼処I’I' 史 1名し •i• ;J Il廿し，「結屈，艮！束軍(/)，立図し える視，れは最初から，芥定されており，むしろ，かつて「謹i

9ことこ 71,t, li:i,J)|；に~辺＼て らゆる中且Jし1J[J)階級I'（J搾 、ll-I 杯IJ 紆賞を推進した‘り Lh者の立場から，過去の晶J•II経

l以から匡，佑す＇］こどであったが， H本．，1¥i-＿ ； iし、 1）,;-八る iし11, [; r]）,h業を顕彰叉化しようとする傾向が/_)よくみられる

UJj心沢より t大ぎな打設をりえるこ［であっど 1(217 こどと否出することはできな'J‘o -•例を挙げると， ［為

、一，9，, t -1廿l,9,;1-—ーし，るか， これは直J] I ;’),t丈述とどう '•9 、Ii-ii且」の成立につし、て，本古は， 「東北仄衆it，関東軍

匁力；，；＇<！）＇， a, 仁，片： I，ll;｛,」'ぷfi且旬こ仇わる柏仄池支配叫’11 を敵視しないのみか，（中略）こんど］）市変におし‘ても，

にな方式ど［ご］是起，51した1其！東れf,l)よ，,;11:tl」}．1;J ⑲Iしり白 年質劣‘悪な1!1東北軍ど巽なり，軍規軍律が厳IEに保た

容を，もっ：［し、，叶屯 i<'. しグ｝、立案した』国•そ（＇）も U)t,1)叫I,i と オし，住民を冒すこど(/)なかった l1本車に対し，祈政作の

」•り U)J.1-1韮柏こよ」でとらえ，そ 0)政策にもとー）、 ご成立 哀牛を期待したことば特咽に1直することであった」 (185

[ I□ 1,r屑｝卜[[1j」(IJ：出和り実態夕J’/i1 ］を位洛させ了し、｀— ノ＼ •一，＇）し，己してし‘るが，必I•I 、| lV菱以後急速に増大する

~9: V'、)」ご，＼J）， |，沿4||i t，l| 1)廂史的竹格を~明｛恥こ把握しえ，9、― lz，両抗 H迎動に/)し’ご， 本占は一五も触れていなし、 J)て

'，、tc,，＇（、「1ー['.も．;:,， ふる。

二1し;-叶 I―ー，、『佐［；成次郎 1,，裔Ill(と餡l (；’: i度，柑！が 1バlじく，；i協歳In]胞汲設会の受媛県支部から1―!ji iされた

『II1堪｝虹，」！l．4’¥，i, 1(-)63作） t i, , i・ド＇），鷹 /I仄略J)附 ｝JI嘩 I：紅行『高州国警察小史ー一;,:1.i'.1，卜1[月権力の実態につ

屯1『J男l'、1を 1II'i'し「)|tiぶり条14心よぴ聾I紅I‘―：こ,t;ける II,tヽ し・て 、！ （1968’q八 ti, 「I幻 Ill.ii.I」における芦察ii政(/)

し9,i．本 ĵ．義の詰矛胃り）しui古）分朽！［＇ J!］しぐ1り1「）かにし，さ 推移を叶網に叙述したも(/)であり，とくに巻木資料篇に

らに向）II小匂後の「，’’:’i'.Ill[J」」砕ぶ：ぅし，〔も，経済間発 付された踏察史¢)年表は有益であるが，本内では， 「満

うう



1971040058.TIF

”._-~--~“-~”““·”~. 9念皐 料 _----•—．．ら·-一ァー••ーニ·---•一n―=—----—←→-=---~----9.'."''."'.'.~'."'.'^―--------------------9夕Z’’--’^’’て:ァ--“-'‘‘‘’”之‘＿＿—ー —_-＿—_———_—_—_—_—ヶ·「タ-f竺

＇）、 1、|国」における広汎な治安行政を必要とした日本の満）•I•I

支配の実店ど］）関連において「，尚州国」著咲抒政の具体

的内容が分析されてはいなv‘c'このほか， Iぷ贔閻」経

営に関する 111,t,WJi・I関係者の炉恨認）著述として，＇！貼＇予直樹

著『見果てぬ夢ー一満）．I、|国外史，—ー』（ダイヤモンド仕，

1963年），山口甫次著『消えた帝国満）、卜1』（毎日新聞社，

1967年）なとかあるが， こ）しら力旧満州関：冷打り）特述に

共通してみられる特徴は，―［1:1,rJII［日」経営にあたった当時

の一部の軍人や民間人のなかにみられる主硯的な善意J

をよりどころとして， 「満州国」経営を一面的に笑化し

てとらえる傾向の強いことである。しかし，今日，戦前

の日本り「しば，、／II国」経位こ＇）い C'叙述する場迂には，

それが戦‘IilDI1中関係および，、両，1における'1',LII、；もにと

っていかなる意味をもち，またかれらに何をもたらした

か，という基本的な閲題を避けてとおることは許されな

いであ乙，〗 c

この間はこ応えうる「翌山1囚」経営の総合，『Jパ叫究は

今後の満JIi研元のもっとも虫妻な課題であ⇔が， 定のた

めには， 「満），卜1国」における日本の植民地支配の実態が

全体にわたって明らかにされていかねばならない，

まず「岱；11{，11」における｛直尺池経済開発に’)いで最初

に科学的な分行の基本視缶を担ニドしたのは， ）l l囁訂丸・

宇佐芙誠次郎著『危機における日本資本主義の構造』（岩

波書店， 1951年）である。本書は日本の国家独占資本

主義との情い'9]関連にお I,＇て H本の植民地・平1,itい地に

おける収行切議）診態を分折しT t1：心J•I、1 を含む孔い山地砕済開

発の特質：：：： f騨1月した先駆的な闊元である。こりばが，「満

‘}|i国」における経済開発に関する個別的な研究としては，

さきにあげた宇佐芙論文をはじめ，石川滋「終戦にいた

し混乱を招きつつも併存した」 (767ページ）と指摘し，

これらの基礎目的の具体的内容のうち前者については材

料がなくて確定でぎないとことわりながら，後者：こィ）い

てふ鉄鋼業の分析を通じてそれがが成功に終ったこと

を論証している。

また鈴木論文のうち，前者は，満州開発をめぐる軍部

と独占資本の関係の分析を通じて， n廂コンツェルンの

必，トト1移駐＝満州屯工業凋発会社の成立の意義を， 「植民

地経営における『軍財抱合』体制の成立にもとめ，また

後者の論文は，満）小l産業開発5カ年計画の分析を中心に

油ili,1の植民地支配を II本の総力戦体闊準備の一環として

位：!J’̀,；け， 「日本の総力戦体制が，本国の人民に対する

プ r｝ショ的支配とともに，さらにその下に植民地にお

ける強潅的収師に支えられた二重の構造をもって形成さ

れていった」 (104ページ）と指摘している。なお， 「満

JI,1,J4」における植民地収奪の実態を具体的に示すものと

して，雑誌『中国』 1970年10月号所収の「死の収容所・

遼源炭鉱＿―-日本支配下における中困人強制労働の実態

一」は，貴重な記録である。

「満J9卜1国」における経済開発の具体的内容に関して

ば研究がなお不十分であると同時に、資料的にも不明

な点が少なくないc その意味から， J1ii『l1j行された 1_1本

近代史糾研究会『日満財政経済研究会資料ー一一泉山氏旧

牒 一』 3冊 (1970年）は，みすず書房の『現代史資料，

I l'i"戦争 1』(19/i4年）どともに，満J'11開発5カ年叶1的li(l)

研完に欠かせない臼料であり，主だ防衛庁防衛研修所戦

史i：：『陸軍軍需動ti,（1)計画篇，（21実施篇』（朝震新間

社 1967,70年）も，軍部側の重要な資料を提供してい

ふこのほか，高崎達之助（元満業総裁）著『満州の終

るまでの高]{|［凡斉開発ー一そOE的と成果ー」 （日本 、:,J! （実業の日本仕， 1953年）は，日中戦争後の必1+1聞

外交学会況 l'人平洋戦争終帖諭』， 第5部訊］虚，東大

出版会， 1958年），小林英夫「1980年代『満）、卜1工業化』政

策の展開過程」（『土地制度史学』，第44号， 1969年 7月

号），鈴木i企史「背州経済Ii!！空ど冷州頂工業］）戌ぐr」(『徳

島大学学昌砂冨・社会科学』， ;1;13巻， 196:；年）， 1IIJ「総

カ戦体制ど柏l(J也支配ーー『』贔li1』の場合 ！ （『H本

史研究』，第111号）などがある。このうち石川論文は，

「満州国」経済開発の基礎目的，計画日標，実績の分折

を通じて，廿靡的に， 「日本による『満州＇上は I0')基礎

H的は13;,:，]を一体とする 1・1給的な国防経済出を一つくるこ

とであり，その具体的内谷としては『満Jヽ＇‘|国』内におけ

る日本軍の自活体制の確立と満州の基礎資源による日本

軍需工業体制への寄与の二つの方向が，あるときは競合
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怪 l)実態を知るうえで役重な文献である。

つぎに，この時期の満J,11における植民地的土地収奪政

策については，さきにあげた浅田の著書が，満鮮拓殖公

社漕J,11開拓会社の活動を中心に分析しており，同著者

によう「『満朴l|-t.i]成か後の土地商祖権整理事業につい

て一日本帝国—L義による植民地的上l也収奪の一側面

--」 （農業総合研究所所内資料， 1970年4月）は，表

題のごとく，この時期の土地収奪の具体的方策の一つと

しての土地商租権呼理事業の内容を明らかにしている。

9.i：：汁11における強椛的七地収奪は，浅田も指摘するよう

に対満農業移民の開拓用地確保としても行なわれた。

対満移民政策については，前述の安藤（彦）論文がある

が，とくに満）‘|｛事変後の対満移民政策に関する豊富な資
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料にもとバく包括的な叙述ふ讃州開拓史刊行会編『満

州開拓史』 (1966年）である。本書は，主として1日満J9卜I開

拓関係者の手になるために，その分析視角に検討すべき

問題があ名が~今後，本書の検計を通じて，日本の対満

移民政策か，｛f贅開発，＿1：地収付を含む満I1|J)i直民地支

配全体とパ乳由においてどり tうな意義と役＇！』をもって

いたかを明らかにすることは， 「満州国」経営の研究の

重要な課題である。

3. 「満爛臣1協和会と拉民地イデオロギー

満州事変お、上 9ド「満州国」経’，:むこついて見のがすこと

のできない問遠の一つは，事変前に満）、卜1青年連盟や大雄

峯会によって唱導され，さらに関東軍が「満州建国」の

指導理念として掲げた，いわゆる「王道楽土」 「五族協

和lのイデナロ翌ーをどのように，］平価すベヤかのドリ題で

ある。

帝国主義の研究においてはその政治竹経済的分析と

ともに，そのイデオロギー的側面の分析が必要であるこ

とはいう主でもれいが，このこビ；ま，植民JIりと配刀研究

についても同慄にあてはま':。し岱し， 「篇川Irl1経営

にみられる「9.「道」思想 「民肢協和」思応（乃n'「価の間

題ぱ，たんにこのような一般的な登味において重栗であ

るばかりでなく，それが「満州国」における植民地経常

全体の評価に直抜かかわって＼‘るがらである，

「満片II玉IIにおける上記幻思想を検討する湯合、まず

問題となるのは，戦前日本の中国大陸への膨脹を支えた

イデオロギーとしての「アジア主義」思想との関係であ

る。 「アジア］喜」につして出かつて竹内l1了0)間題提

起（（『アンア干；u,現代日本思想大系9, 「解悦， 1963

年，筑摩，1！1月）をめぐっご論設が交されたが，そこで竹

内は， 「アジア主義ぱ，（中略）それぞれ個性をもつ『思

想』に傾向性として付着するものであるから，独立して

存在するものでiまないが，しかし，どんなに割―]1ぎして

も，アジア訊l-ki(7)連帯 Cfえ略を手段とすると11fとを問わ

ず）の指向を内包している点だけには共通注を認めない

わけにはいかない」 (14ページ）と指摘し，さらに樽井藤

吉の『大東合邦論』 (1893年）をとりあげ， 「対等合邦と

いう主張そのものは，空前にして；泡後の創見たが，心情

としては引ぎ予れていろ。そして全体としてはド純な

動機と，欺睛にみちた『満州国』のなかに暁の星ほどに

隠顕している」 (37ページ）と記し，それ以上具体的にぱ

触れてV、ない：心，おそらく， 「満1t1国」における「民族

協和」思想をアンア主義の一環としてとらえ，それを積

極的に評価しうることを示唆している。ここには，検討

ナ'<ぎ多くの問頒が含まれているが，竹内の問題提起の

のちも，「満州国」における上記の思想の解明は，十分に

行なわれていない。これまで知られるところでは， 「王

渭 I思想が， 「満川国」のイデオローク｀であった橘ばら

にt て， 「民族協和」思想は， じとして大雄峯会の笠

木良叫らによってい肘され，これらの思想が関東軍の石

原莞爾によって「満J•11建国」理念として採用され，さら

に後には石原らの東亜連盟運動の思想にうけつがれてい

r,9に，したがって，「満州国」におけろ植民地イデオロギ

•一どしてのこれらの息想を解明するためには，まず第 1

に，砿笠木，石原らの思想と行動内容の分析が必要で

ある。このうち，橘模については，判沢弘「橘撲」（『朝日

ジャーナル』，1963年3月31日号，判沢著『土着の思想』，

紀伊直屋書店， 1967りに収録）がある。判沢によれば，

| ［他：i'1|9|建国』が多分に使略的方向をたどるであろうごと

を十分予測しながら，その勢力を批判し押しのけていく

ことによって，満州の天地に満・漢・蒙・日・鮮など 5

加 I）協和するくに一一つまり，複合民放のくにであるこ

ピに上って，ナンゴナリズムを拒否し，国家至上＝1：義を

岱宅するところの， tせ界に向けて間かれたインダーナン

ョナルなくにをつくり，そこを拠点として，いわば第 3

次の中国解放運動をすすめてゆくべく献身していった人

び‘:'.（1)一団があった。その頂点にとっていたのが橘枕で

ある 1（傍点原文，『卜着の思想』 204ページ）と評価され

るが，はたして橘をこのように評価することができるだ

ろうか（鈴木隆史「『満州国』と王道政治—『満ナ11 国』

の評価をめぐって一ー」，『歴史評論』， No.107参照）。

橘，J)中国革命に対する歴史認識の検討を含めて，橘の全

息想の内容を，『橘棺著作集』3冊（勁草書房， 1966年）

などについて，さらに検討する作業が必要であろう。

また，石原莞爾と東亜連盟運動に関説した研究として

は，河原宏著『アジアヘの思想』（川島科店， 1968年），

池田』応著『日本の右冤 開かれたナショナリズムー一』

（大和占房， 1970年），橋川文三•松本三之介編『近代 H

本政治思想史』 II（有斐閣， 1970年）などがある。

第2に，「王道」思想，「民族協和」思想を解明するた

めには，その推進糾獄として，「満州国」成立直後の1932

年7月に設立された「満州国」協和会の組織と運動の具

体的内容が明らかにされねばならない。執政・博儀を総

裁として「満州国」政府と不可分の形で結成された協和

会は，「王道主ぶし」「五族協和」のイデオロギーにもとづ

いて高州の被支配民放を「満州Il」」に統合しようとした

ことにおいて， H本の「満州国」経営を大きく特色づけ
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ているか，協和食叫組織e’.）夷態や迎的の貝作的内容につ

いては，なお不明な点が多い。これまでに協和会をあっ

かった1）いとしてば，ゎ「かに誓見俊輔('917打代表） ［ H 

本の百年』 4, 「アジア解放の夢」（坑寧書ヵ， 1962'い）

と、個別研究として贔；木広園「，i蒋1+1協和会運動史」 (Ii,

I, (H木大学法＇戸:-：『政 rf研究J9`一；諄5恙：，｛’； 2 •号， ［ 3 

砂） t[ど，二，三の論稿があるのみであるが，いずれも，

仇和会の遺織と団印りを ~l 1ふり「瀾l,1il1J」女月，lとの関連；こ

おいて系統的に分析したものではない。したがって，協

和会をとりよう：ご;,1価すノヽぎかに 'Iいてけ、なお解叫す

へき多くの間題か残されているが， tJiT:f訳）△トリ沢論又iこ葛

けるように，協和令が， 「官治的支配を拒芥し，目冶思

、この徹底こよる―1，いらの11:］主義しり［＇「成を IH点と 1ri'il 

織された在野政治団体であった」 （前掲『七着の思想』，

~17ペー，）と評/iii:_ てい：）ことは、 IIII らかに直りで 9) 9:)c 

すでにのべたように，協和会は「沿i州国」政府機情の｀

昇［として，’-れと↑liJ分C)1r1で結I；じぎれ，｝，iしぶ＇）か t,I (J:． 

野政治団体」であることを明確に令定されていた、こと，

ーフしてぞ＇,,創 V:＇,-9了詈において，反資な員租反共主徳

91 ；ミ民，いを強，吋してし‘ろ上うに協和全は，そ叫l｛系

行の心情的底l‘又1がどのようであグ〉たにしろ、およそ「民

i義 I,：は無、／］；I），梢l夏における被支記，砂族左碕合

するためのファッショ的国民組織であったごとは，争え

ぃド‘,｝： ある，

4， 反満抗日運動

「満I:＇［―I」の］しとによ 、―全満叶瓜大強化された II本

帝同主義の植民地支配は，同時に向州における中1叫人民

の反涵杖11の民族（内抵抗運動を激化させ，中国における

且 H 民只仕ー・戦襟］！形成を•(［進すがB史的菜仲をうみだ

した。したがって， H本の「満）、卜1国」支配の下での反満

杭H運動の展開ど，それに対する ii,i、帝国 l義の出ぶの

過程を明らかにすることは， 「満州国」支配を日中関係

,•')歴史ど、「関連こおいて知町するための中心り課茫であ

る。この問題に関するもっとも某本的な文献としては，

/，’:]知のとりに， 「；｛加）1、|国」軍政部軍市顧間部『、贔i・I、卜1共産

［＿士の研匂，第 1 帆•第 2 ボり (1937'1) が和：られるか・，

本曹は，その「序」に記されているように，胄時の「；約

:11国」における冶安上の；j仕位の根，4入 1）;［因を 「思想'1’Jtこ

も政治的にも匪団組織の強化せること，枕中共深刻なる

)出的変囮！IJち共，ザ直化」にもとめ、-":れに対して庫政祁

が， 「既往に於ける治安工作に一大方向転換を命するの

忍須な 7J=とを宵感し， とIヽ 根本対笠樹宣に際しては，

先づ共且り1動の実態を充分認識把掲するのピ要」によっ

ぅ8

て行なった調杏研究であり，反，＇叫抗日勢力を「匪賊」と

して把えていることに端的に示されているように，本書町

ぱ反硲，＇抗日運動の歴史的整識を欠くばかりでなく，それ

をH本の植民地支配との関連で糸統的に分折したもいで

ないことはいうまでもない。

しかし，「満lll国」における反，、仙抗H運動を H本の植民

地支配との関連において歴史的に分析した研究は，ほと

んど僅かしか 1、↓’,、だせ九＇，、。そ l7)ながで，この問超に閉す

る先駆的な研究として，山田豪ー「満州における！又減抗

II運軌と嗅業移民」（『柾史評論』， 1962年6月， 7月， 9 

JJ, 1(））l ;)'） J)研究があり， また几り出の安藤（彦）珈『満

鉄lの補論として， lrilじく山田の執筆になる「反満抗H

武装じ＇炉（ 9|の論秘訊収められている。こ(/)論文は，赤色

遊撃隊から人民革命軍の結成にいたる東北（満JII)人民

闘争如兌戌過和＇か！ f的観し，人民革命軍の心立をも，こ，

「全東北の解放につなかる反満抗日の武装闘争の新しい

没階への発展を示す指押」 (248ページ）であり， 「党を

中心とする東北における抗H統ー戦線の形成の主iiぶJ条

件をつくった」 (249ページ）ものと慈義づけ，そのよう

i'L反砿山 ll運動し＇）発展に吋する H本帝国「義のあらにな

対応としての「匪民分離」政策を，集団部落政策を中心

に若宕し―<し‘’:)。

詞じく，満）•卜l における抗日民族闘争と日本帝国王義の

対応を分柏した梶吋秀樹「1930年代満州における抗II闘

争に対する日本帝国t義の策動ー―-『在満朝鮮人間：退』

と閑連して一」(『 H本史研究』，第92号）は，「1930年

代の必Jllv)状況は、帝国I義 (II本）と人民（朝・中・

H，そしてそれぞれの内部に複数の階級）との複雑な関

係の諸{IIli面を，その激究点として憫的に示しているc な

かんずく『在満朝鮮人間題』は矛盾の結節点であった」

(25ペー/')とする凋題把肘にもとづいて，この時期の満

州における朝鮮人農民層の動態を分析し， 30年代の轟J11

においう抗日武炭闘争の激化を， 「満州が朝鮮と直接境

を接しているという地理，’I’:}条件とも関連して，パル'-fザ

ン闘争をささえる在満朝鮮人農民大衆がそこに多数生活

してしたことか じ要な粂件になっている」 (27ベージ）

と指摘し，在満中•朝人民の闘争に対する日本帝国主義

い策動を，集団部落，に生団，協JリJ会の政策を中心に詳

細に論じ，在満朝鮮人のおかれた複雄な状態を明らかに

＇している，＇

また，毛里和{-「中国共産党の抗H民杖統一戦線理論

形成の若干の問題＿東北抗H運動を軸として一一ゴ（日

本国際間題研究所『国際間題研究しr，第 1号）ぱ，中国が命



Ⅲ　満州研究の基本的課題
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囲動史の側から抗H統一戦祝[11]論形成史における東北抗

11，樹動：「）果たした役割を朽匁し，東北抗II連軍を中核と

する束，It抗H統ー戦線運創Jピ中国り抗 I!紐ー戦線の先駆

的実践として評価し，「中r；目的統一！成絲の内容ぱ，根拠地

-ーソビエト革命と，東北抗日運動 初期統▼ー戦線の

実践との結合であるJ(7:'Iベージ）とする注目すべきIl我数

提起を行なっている。

以上のような若千の研究をのぞいて， 「満，1,1、|国」にお

け9.)i[II闘争と H本帝国ー！罠し「）／tt;;／叶投 fこ研究は，ほ

どんど牙なわれていないし， どくこ Ill，戊争後の抗ll運

厠JしりIJI凋については， Vヽtのどごプ）令〈 t．いってよいほ

と叫［いになっていない しi:ガふぅ＇ー， この問題につい

ズ，”＇)中！月側の資料および「） 1尼上・ i，こ話i：系統的な研究

は，今後の満朴1研究に残されている大きな課題であるっ

その場合，これまで必手しも十分とはいえない［l本現代

史研究と中国現代史研究の密接な共同作業が， 11中関係

の結節点としての満）、［9|問題の研究においては， とくに必

要と tしているといえより，なお，吃；，’ih『H運動に関す

7, [1 1講川の資料としては， i山I，ば1，じい」満）911共産1明の

{，II・、竺「ヤ凌ぐものはないが、 ごわピ「闊，1,！て，この凋脊

研↑[‘'-'［任接指導した冴時J)！l［政晶＇，し， ’j9,IIIIil•佐々木到，＾

し（口『I伝'1り記録『ある軍人占 1・1(：、iし/Ii且：I.196:1年）が参

若になる。

5, 「満州国」の崩壊過程

1945年8月15ll, H本の改戦と運命を共にした「満川

同」の崩壊は，過去40年にわたる H本の満）廿支配と約13

;I I:：I9バ「満州国」経賞の影翌噂三かり，その過程には，

11 4忍ヤ国主義の満州におし、tる11且1心地如'],'ハ諸矛盾がもっ

ども叶澤J的に謡見されてし、，、ビぷ｝て乞心 その意味にお

＼、―こ， 「満）•|9| 国」の崩壊⑮ぃ［［＇！［：＇t,.，t')tしこ1叩lらかにするこ

とは., H本の満州支配の［炉史を紐体的に把握するうえで

の不可欠の開咀である。

日本の敗戦に伴う「満川因」の崩壊過程については．

前述した闘満州国史・総論』においても叙述されている

が，それを，在満H本人の引揚げの実態を中心にもっと

も絆糾に叙述しているの1士，渤窄同胞援縛会編『満菜終

戦史［ （河出贄房新社， 1962隼） -,c-,(ハる。改戦時の在満H

i、人は約155万人といわオ＇、その、忙 I,1‘'＿忍J25万人を占めた

，＇Iい間1石関係者は，敗戦：こ↓、＇ /,.,'..'.I深刻な犠牲を

贔・91こといわれている(』,'1: i t1,h :'11iIIj’/•'1,J! 』）。 1訂濃餌 ll

新聞社編『平和のかけはし・ 一長野開拓団の記録と願い

←~—ー』（同社， 1968年）は，戦前満）、卜1 に全国一の開拓団を

送り， 1万5000人をこえる犠牲者を出したといわれる長

宵訊の間柘団が，敗戦とともにうけた悲劇的な犠牲の記

鯰を日中友好の願いをこめて収録した貞頂な文献であ

．：），主だ， 99岡鉄会刊行の『満鉄会報1にも，‘，i時の満）ii

関＇糸者による多くの回想竹記録が見いだされる。

このほか，「満州国」の崩壊過程に関する文献として，

前／ li の高崎『満ヽJ•I,1(1) 終焉』，林茂編『日本終戦史』中巻

（謎売新聞社場， 19fi3年），坑地貞吾著『その H，関東軍は

ー元関東軍参謀作戦班長の証言ーー』（宮川許房， 1967

＇，i:） t[どがあり，ソ連側の資料として，マリノフスキー

怜・ {im'応）し『関東軍壊滅すー一ヅ辿極東軍の戦略秘録

』 （他間月店， 1968年）があい

1ヤわ，収戦直前の1945年2月切旬，りヽ r,6月F旬にいた

・'.)此i,［I'T)'灼附l)察の報告である飯塚I;＼二「々 こjfノール

とホロンバイルー・・・ゴ戦争末期における北満遊牧地帯の点

描 」（『東洋文化研究所紀要』，第 4冊），同「戦争末期

の南満），卜1における経済市情と労務管理ー．＿密輸，行政（共

出と i難派，把頭制度，その他~ （同前，第32冊），同

1 :t貰に；；ける白系露人の入植地ロマ／ 7 1]に＇ついての

／りr見 附録・満J9卜1国の在来経済t|．会と戦'J'f，に加こおけ

る記Iilij屯」（同前，第40冊），い「戦争未閑における北

,＼‘1) （|99]訓，窄42冊）， l司「『牧lし'Iいの姿吟危機と仕

メ勺，、 J){逮’ぺ＼~-・・・一満蒙旅汀の']ポート，終、！＇•; .」（|ii]

前，第43冊）は，い干れも敗戦直前の満）911の表情を生々

しく伝えるとともに，崩壊に瀕した「満州国」経営の具

体的内容について示唆に富む問題を数多く指摘してい

7 心 o

以上に挙げたものは， 「満州国」の崩壊期について，

それごれ刀む場と視角からする側血的な叙述あるいは記

録げ），う， Iがし，これまでのところ， 「満朴叫」の崩

必翡l'｛！，t, |1本帝国主義および柏民地体制のliiiJ次の問題

¥:: I 、:令IIfIIlりに分析した研究は， 全くみられない。した

がって， 「満）+I国」の崩壊が，過去40年にわたる日本帝

国且義の満）、卜1における植民地支配の総決算として，日本

現代史においてどのような歴史的意味をもっていたかを

解明することは，今後の満I、卜1研究の重要な課題として残

されているといわねばならない。

III 満］、卜I研究の基本的諜咀

以上， H和戦争後から「満州1り」の/iii欺にし、たる戦前

II本帝ll且義刀満州植民地経営に関する研究に/)いて，

不十分ながら，主要な間題こ＇とに戦後の研究成果を概観

してきたが，すでに明らかなように，これまでの満州研

究においては，ょうやく最近にいたって，いくつかの注
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日すべぎ研究が発表されてきているとはいえ，理論的に

も実,ill:的にもなお多くの解明すべき問こが手のつけられ

ないままに残されている状況である。それらの問題のな

かで，個々の問題については，すでに随所で指摘してきた

のでくり返すことを避け，ここでは，今後の満州研究に

おいて基本的であると思われる若干の課題について述べ

て，本稿をしめくくることにしたい。

その一つは，今後の満州研究のもっとも原要な課題と

しご，高州における植民地支配を H本帝国主義の構造的

一環として把握する問題相角にだって， これまでの個々

U)実ふ的研究をさらに発展させ，調！，IIHilは地経営史の全

沐『Jな歴史像を明らかにすることである 今H，戦前満

;1|こおける植民地支配の評価をめぐって，一部に日本の

満州経営における帝国主義的植民地支配の歴史的事実を

過少に評価し，さらにそれを否定するがごとき論調がつ

よくみられるとき，日本の満州植民地経営史を全体的に

把握するための総合的な研究がきわめて重要になってい

るてと iま多言を要しないであろう，

そ→二は，満州における II本0)hit民地文吊が日本帝国

l義刀炉民地体制全体のたかでいかなる位置を占めてい

トこかとりlらかにすることであな従来互,:t;J+I研究におい

て，t このような問題意識；tぎわめご稀淋であったとい

ってよいが，満州支配を，同じく H本帝国i:．義の植民地

体阻ljり）--環としての台湾および朝鮮支配との関連におい

て把えるとき，その特質はいっそう明らかになると思わ

れるからである。

その三は，日本帝国主義の満J，卜I支配にたいする中国人

民の抗日民族闘争の展開過程を，日本の満）小I支配の全過

程について系統的に明らかにしていくことである。この

問題は， H本の満）+I支配に内在した基本的矛盾を明らか

にj→るための‘nii州研究の重要な課題であるばかりでな

く，それは1口］時に， 20世紀前半期の東アジアにおける帝

国i:；：らと人民の歴史的な関係を具沐的に解H月することに

もー）ながる現代史研究の中心的な課題でもあるといえよ

ぅC

これらの課題にこたえることは，満）9|｛研究ばかりでな

く，さらに東アジアにおける国際政治史や日本帝国主義

の台湾•朝鮮支配に関する今後の研究成果にまたねばな

らず，けっして容易なことではない。しかし，本稿の最

初にのべたような戦前日本帝国主義の満）、卜1支配の評価を

めくる今Hの問題状況を考えるとぎ，今後(J)油）、卜1研究に

おいて， い口のような課題を追及することは，きわめて

[h要な，怠義をもっているといわなければならなし｀r 

(1も如大‘'f:IJり粒投）
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